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安
倍
政
権
に
よ
る
改
憲
に
ノ

ー
を
突
き
付
け
、
改
憲
発
議
を

阻
止
し
よ
う
と
名
古
屋
市
中
区

で
19
日
、「
安
倍
内
閣
の
暴
走
を

止
め
よ
う
共
同
行
動
」
集
会
と

デ
モ
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
５
０

０
人
が
参
加
し
、
改
憲
反
対
の

声
を
あ
げ
ま
し
た
。 

共
同
代
表
の
長
峯
信
彦
愛
知

大
学
教
授
、
中
谷
雄
二
弁
護
士
が
あ

い
さ
つ
し
、
「
安
倍
政
権
の
改
憲
発

議
を
阻
止
す
る
た
め
、
３
０
０
０
万

署
名
を
や
り
抜
こ
う
」
と
呼
び
か
け

ま
し
た
。 

 

政
党
か
ら
は
日
本
共
産
党
の
本

村
伸
子
衆
院
議
員
、
立
憲
民
主
党
の

近
藤
昭
一
、
吉
田
統
彦
両
衆
院
議

員
、
社
民
党
の
平
山
良
平
県
連
副
代

表
が
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。
無
所
属

の
山
尾
志
桜
里
衆
院
議
員
か
ら
メ

ッ
セ
ー
ジ
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
本

村
議
員
は
「
国
会
発
議
を
許
さ
ず
、

阻
止
し
て
い
く
た
め
に
全
力
を
尽

く
す
」
と
表
明
。
近
藤
議
員
は
「
武

力
で
な
く
、
対
話
で
平
和
を
つ
く
る

政
治
に
」
、
吉
田
議
員
は
「
日
本
の

大
き
な
分
岐
点
。
思
い
を
一
つ
に
し

て
憲
法
を
守
り
抜
こ
う
」
と
訴
え
ま

し
た
。 

 
 

岐
阜
市
長
選
に
森
下
満
寿
美
氏 

岐
阜
市
議
補
選
に
山
越
徹
氏 

●
来
年
１
月
21
日
告
示
、
同
28
日
投
票
の
岐
阜

市
長
選
に
、
日
本
共
産
党
も
参
加
す
る
「
清
潔
で

住
み
よ
い
革
新
岐
阜
市
政
を
つ
く
る
会
」
は
、
森

下
満
寿
美
（
も
り
し
た
・
ま
す
み
）
氏
（
56
）

＝
無
所
属
新
人
＝
を
擁
立
し
て
た
た
か
い
ま
す
。 

森
下
氏
は
県
商
工
団
体
連
合
会
副
会
長
。
県
立

岐
阜
商
業
高
校
卒
で
、
党
岐
阜
市
議
１
期
。 

●
政
務
調
査
費
の
不
正
受
給
で
自
民
市
議
が
辞

職
し
た
こ
と
を
受
け
て
市
長
選
と
同
じ
日
程
で

行
わ
れ
る
市
議
補
選
（
定
数
１
）
に
は
、
党
市
委

員
会
委
員
長
の
山
越
徹
（
や
ま
こ
し
・
と
お
る
）

氏
（
47
）
が
立
候
補
し
ま
す
。 

山
越
氏
が
議
席
を
獲
得
し
、
党
議
席
が
４
議
席

に
な
れ
ば
、
議
案
提
案
権
を
獲
得
で
き
ま
す
。 

山
越
氏
は
、
岐
阜
工
業
高
校
卒
、
２
０
１
５
年

岐
阜
市
議
選
に
立
候
補
、
今
年
10
月
の
衆
院
選

で
東
海
ブ
ロ
ッ
ク
比
例
候
補
と
し
て
奮
闘
し
ま

し
た
。 

り
、
子
ど
も
た
ち
は
今
も

被
ば
く
に
脅
え
て
い
る
。

医
師
の
立
場
と
し
て
健
康

を
守
る
た
め
、
み
な
さ
ん

と
と
も
に
再
稼
働
に
反
対

し
て
い
く
」
と
述
べ
ま
し

た
。 

市
民
と
野
党
の
力
合
わ
せ

原
発
な
く
そ
う 

井
上
議
員
は
「
国
会
で
、

震
災
に
よ
る
浜
岡
原
発
事

故
時
の
避
難
計
画
に
つ
い

て
質
問
し
て
も
、
政
府
は

明
確
に
答
え
る
こ
と
が
で

人
分
の
署
名
運
動
な
ど
の
成
果
で
す
。
震

源
域
の
真
上
に
あ
る
世
界
一
危
険
な
浜
岡

原
発
を
再
稼
働
さ
せ
な
い
た
め
大
い
に
声

を
上
げ
て
い
こ
う
」
と
力
説
し
ま
し
た
。 

原
子
力
発
電
に
反
対
す
る
福
井
県
民
会

議
代
表
委
員
の
中
嶌
哲
演
氏
は
「
札
束
に

よ
り
押
し
つ
け
ら
れ
た
原
発
か
ら
脱
却
し

よ
う
。
電
力
会
社
に
、
脱
原
発
を
決
断
し
、

新
電
力
に
切
り
替
え
る
よ
う
要
求
し
よ

う
」
と
訴
え
。 

ビ
キ
ニ
核
被
災
検
証
会
の
共
同
代
表
の

聞
間
元
氏
（
医
師
）
は
「
福
島
原
発
事
故

に
よ
り
多
く
の
人
が
関
連
死
で
亡
く
な

井
上
哲
士
参
院
議
員
は
19
日
、静
岡
市
葵

区
で
開
か
れ
た
浜
岡
原
発
の
再
稼
働
を
許

さ
な
い
「
ひ
ま
わ
り
集
会｣

に
参
加
し
、「
原

発
を
な
く
そ
う
」
と
訴
え
ま
し
た
。
集
会
は

実
行
委
員
会
が
主
催
し
、
１
５
０
０
人
が
参

加
。
政
党
か
ら
は
、
井
上
議
員
の
ほ
か
、
島

津
幸
広
前
衆
院
議
員
、
立
憲
民
主
党
の
日
吉

雄
太
衆
院
議
員
（
比
例
東
海
選
出
）
が
参
加

し
ま
し
た
。 

 

実
行
委
員
長
の
林
克
・
県
労
働
組
合
評
議

会
議
長
は
「
６
月
の
知
事
選
後
、
川
勝
平
太

知
事
が
浜
岡
の
再
稼
働
に
同
意
し
な
い
と

明
言
し
ま
し
た
。私
た
ち
が
集
め
た
約
22
万

 

 

井
上
議
員
、
島
津
前
議
員
ら
参
加 

いなべ市、御浜町両議員選挙で議席確保 
19 日投開票の三重県いなべ市、御浜町の両議員選挙は、と

もに現有議席を確保しました。いなべ市は、定数 18（２減）
に 23 名が立候補、衣笠民子、岡恒和両氏が当選しました。 
御浜町は、定数 10（２減）に 11 人が立候補、世古正氏が

11 期目の当選を果たしました。 

き
な
い
。
避
難
で
き
な
い
原
発
を
造
っ
た
こ

と
が
大
問
題
。
市
民
と
野
党
で
力
を
合
わ
せ

て
原
発
を
な
く
そ
う｣

と
強
調
。
日
吉
議
員

は
「
私
の
政
治
家
と
し
て
の
原
点
は
３･

１

１
。
危
険
で
コ
ス
ト
の
か
か
る
原
発
は
ゼ
ロ

へ
。
浜
岡
原
発
廃
炉
を
一
緒
に
実
現
し
よ

う｣

と
訴
え
ま
し
た
。 

 

井
上
議
員
（
右
）
と
日

吉
議
員
（
左
）=

19
日
、

静
岡
市 

本
村
伸
子
衆
院
議
員
は
総
務
委
員
会
に
所
属 

本
村
議
員
は
、
今
国
会
か
ら
総
務
委
員
会
に
変

わ
り
ま
し
た
。
地
方
自
治
・
地
方
税
財
政
、
情
報

通
信
・
電
波
、
消
防
な
ど
に
関
す
る
審
議
を
し
ま

す
。 参

議
院
の
井
上
哲
士
議
員
は
、
外
交
防
衛
、
倫

理
・
選
挙
、
Ｏ
Ｄ
Ａ
の
各
委
員
会
。
た
け
だ
良
介

議
員
は
、
環
境
、
災
害
対
策
、
拉
致
問
題
の
各
委

員
会
と
国
際
経
済
・
外
交
の
調
査
会
で
す
。 

 
静岡県委員会は２０日、いっせい宣伝に取り組み、
静岡市葵区では山村県委員長、島津幸広前衆院議
員、杉本護市議らが支部の人たちと訴えました。 


